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デンマークとドイツにおける
若者のための生産学校とは

大串です。あまり皆さんには聞き慣れない言葉の

「生産学校」というものについて報告を依頼されまし

たので、これからお話ししたいと思います。デンマー

クのことについては、「世界で一番住みやすい」とそ

この国民が言っている国だということで、デンマー

クについて紹介している本も「デンマークの教育は

大変素晴らしい」というように書いている本がいく

つかあります。鈴木優美さんが『デンマークの光と

影』という本の中で、それに対する疑問を書いてお

られます。

私も今から報告することはできるだけ客観的にお

話ししたいと思っています。デンマーク（の研究）

をやる人は少ないです。500万人しか人口はいない

ので、デンマークをやっても500万人しか有効性が

ないと思っている若い人もいるみたいで、やってい

る人はほとんどいませんし、勉強する場所も見つけ

るのは非常に難しいです。

この生産学校についても紹介されてこなかったの

ですが、おそらく私が初めて紹介しただろうと思い

ます。そこのレジュメのところに、「生産学校は、比

較的新しい」とあります。英語では、プロダクショ

ンスクールですね。ドイツとデンマークにあります。

デンマークは今、88校があり、ドイツが45校。ドイ

ツはこの10年ぐらいの間に２倍ぐらいに増えまし

た。もともと私はドイツで生産学校というのを「発

見」して、調べているうちに実はデンマークの影響

を受けているということを知りまして、デンマーク

に行ったわけです。

1980年代以降の現象で、デンマークでは1978年

に、教育省が知識と職業教育を結合した第３の教育

という新しい形態の教育をつくるということで、生

産学校を創設しました。その対象になるのは、知識

の教育、要するに学校の教育や職業教育に適応でき

なかった青年です。入り口は座学ではなくて、販売

につながる生産の過程であると。販売につながると

いうのは、要するに、そこで生産したものを売るこ

とができるということ。売るために作る。生産だけ

の技術を身に付けるというだけじゃなくて、「売るた

めに作る」ということを理念にしています。

これはドイツの生産学校も同じでして、ドイツの

生産学校の校長先生が言っていたんですけれども、

「職業学校というのは、例えば、塀を作ったときにそ

の塀をもう一度壊して、次の学年の生徒にそれを使

わせて塀を作らせるけれども、われわれは違うんだ」

と。「作った塀は売るんだ。売れるようなものを作る

んだ」と言っていたわけです。

これは1980年代以降にさかんになります。ドイツ

もそうです。ドイツでは1980年代以降に始まりま

す。先ほど佐藤洋作さんの報告の中でも1980年代半

ばに事業を展開し始めたというのがありましたの

で、もっとこれを調べてみると面白いと思うんです

けれども、先進諸国の中で1980年代に何か起こって

いる。新しい取り組みが何か起こっているという、

それが一斉に生まれ始めたという時期なのだと思い

ます。

現在、ヨーロッパ生産学校連盟というのがつくら

れました。ドイツやデンマークにも生産学校連盟と

いうのがあります。ヨーロッパ生産学校連盟。これ

はフランスは生産学校という名前は使っていないん
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ですけれども、フランス、デンマーク、ドイツ、フィ

ンランド、イタリアなどの国々が生産学校を使って

いないところも同じ理念を目的にしてヨーロッパの

連盟をつくりました。「東南アジアにもある」とデン

マークの人が言っており、「つくっているんだ」とい

う言い回しでしたけど、どうもこの教育理念を世界

に広げたいと思っている節があります。

生産学校の仕組みと
学んでいる若者たちの特徴

じゃあ、どういうふうな人たちが入ってきている

のか。今まで議論されてきたのと同じになりますが、

学校に適応できないで中退したり、それから、不登

校になったり、引きこもっている若者たちを対象に

しております。初めは失業青年を対象にしていたん

ですけれども、この10年ぐらいの間に方向が変わり

まして、不登校なり、学校に適応できなかった若者

が対象になりました。

40ページの真ん中のところに１つの典型例、こう

いう若者が１つの典型だと言って、説明をされるん

ですけれど。カスパーというのは18歳で、国民学校。

国民学校というのは義務学校、義務教育の学校です。

国民学校を何度も転校し、いじめに遭っていると。

アウトサイダーと自分のことを考えていて、継父の

ところに住んでおり、母親は父親のことを聞かれる

のを嫌がったと。10学年目に職業コースに入って、

金属加工訓練コースを選びます。これは日本でいう

高等学校ですね。知識を学ぶために静かに座ってい

るのが苦痛で、スーパーで働くようになり、18歳の

誕生日に放校された。それで生産学校に入ってきた。

スーパーというのは、ちょっと横道にそれますけ

ど、セブン-イレブンというのがあるんです。デン

マークはたくさんある。アンデルセンの生まれた

オーデンセという町の駅の１階と２階にセブン-イ

レブンがあります。コペンハーゲンの町にもたくさ

んあります。地元のスーパーにはないバナナを売っ

ているということで、日本のセブン-イレブンに似て

いるなと思ったんですけれども、そういうスーパー

で働いているんです。

そういう若者たちが生産学校に入って、どのよう

になっていくか。先ほどちょっと言いましたけれど

も、そういう若者を引き入れて、何を目的にして、

どういうことをやっているのかということを、今か

ら話しているだけじゃ分からないと思うので、お見

せしながら進めたいと思います。

これはデンマークです。日本代表団に対する報告

という、佐藤洋作さんたちと一緒にデンマークとド

イツの生産学校のツアーをやったときに、デンマー

クのコーソー（コーショー）というところの生産学

校の説明のときに使ってくれたものです。レジュメ

41ページの、一番下のところに新しい徒弟制、生産

と親密性というのがあります。41ページの一番下で

す。そこの１というところがこれの説明です。（スラ

イドの２）

「私たちはそれぞれ何かよいもの、得意なものを

持っている。その何かを見つけることは大切である」

とグミ・ターザンとオレ・ロン・キルケゴールが言っ

ている。キルケゴールというのはデンマークの有名

な哲学者です。そして、「それによって何かを成し遂

げる」とコースーア生産学校の我々は言う。グミ・

ターザンというのはこれです。こっちがいじめっ子

です。それが生産学校に来て力を付ける、と。そう

すると、いじめていた大きな子どもたちがちょっと

一歩下がるという、そういう意味のことを言ってい

るようです。要するに、「何かを見つけることが大切

である」と。「それをどうやって見つけるのか。生産

の中でそれが見つかるんだ」ということを主張した

いようです。

次が42ページの２のところです。「人は何かを学

ぶことなしに教育されることができる。人は教育さ

れることなしに何かを学ぶことができる。」（スライ

スライド２
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ドの５）

下の段を言いたいわけです。「人は教育されること

なしに何かを学ぶことができる。」

それは個人それぞれのカリキュラム、明快で目で

見ることができる目的と枠組みをつくって、必要の

ある生産をやって、何かから離れる。失意や閉じこ

もりから離れる。離れることができると。社会的で

労働的な共同体に入ること、これが生産学校なんで

す。生産学校の教育の環境は若者の協同の場である

としています。親密さ、小規模の作業所の一体性、

親密さと安心が支配する場だと。責任、減額される

可能性のある学校の報酬。同僚、職業訓練指導員と

助言者の両方の役割をそれぞれが統一しています。

（スライドの６）

今のところは、生産する場合はチームワーク、４

人か５人でやるわけです。４人か５人のうちの１人

は職業訓練指導員で、１人は先輩です。前からいる

先輩。あとの２人ぐらいが新米という、こういうチー

ム構成でやります。実際に注文を受けて作ります。

例えば、私が訪ねたときに作っていたのは部屋の階

段ですね。階段の手すりを作るというのをやってい

ました。実際にそこで職業訓練指導員や先輩がやっ

ていることをまねしながら、注意を受けながらやる

という、そういう徒弟的な形態になります。

生産学校というのは入るタイミングはいつでもい

いわけで、個人それぞれのカリキュラムというのは、

最高１年です。いつでもいいので、一人一人が入っ

たときにいろいろ相談しながら、カリキュラム、計

画を作っていくというスタイルです。それが実際に

注文を受けた中で生産する。そこにあるのは「親密

さ」と「責任」です。要するに、作ったものがちゃ

んと売れないと学校の報酬が減額される。それから

遅刻をしたり、時間通り守らなかったりする場合に

報酬が減額される。それはまた後で話します。

の作業所で行われている
さまざまな創作活動について

３番目のところは何かをなす人は何かを学ぶ人で

ある。そこで、10ある作業所で何かがなされると。

木組みの家の中には水が置かれていなければならな

い。服はきちんとしていなければならない。こうい

うふうに書いています。要するに、木組みの家の中

には水が置かれていなければならないのは、火事に

ならないようにということ。服はきちんとしていな

くちゃいけない。これは作業服を着るわけですけれ

ども、きちんと着ていないと機械に巻き込まれてし

まう場合があるから、そこで何かするとは、いわば

働く場合の一番基礎的なことをここで言っていま

す。基礎的なことをきちっとやるということから始

めているのです。ドイツの生産学校では、玄関の入

り口に大きな鏡がありまして、「来たときはちゃんと

その鏡の前に立て」と。「お前、ちゃんとした服装を

しているのか」ということをやる学校があります。

（スライドの７）

４番目に飛びますが、今、言った説明は、水を置

いていなくちゃいけないとか、そういうのはここの

ところに書いてあります。10の作業所があります。

これは木工ですね。（スライドの８）これはコン

ピューターです。（スライドの９）これは地域の観光
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スライド５

スライド６
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案内や役場のいろいろな仕組みについての、市民に

対する説明というのを、注文を受けて作るというふ

うになっています。

これは調理です。（スライドの10）この生産学校の

昼食は、調理コースの人たちが作っていて大変おい

しいです。それから、あとは市で何かパーティーな

どがあると、そこで注文を受けて届けるということ

をやっています。これは鉄工で。（スライドの11）こ

れは事務です。（スライドの12）事務というのは生産

学校の事務をやっています。ですから、先生の給料

とか、収入がいくらあるとか、先ほどふれたように、

サボったり、注文にちゃんと応えられなかったもの

スライド７ スライド８

スライド10スライド９

スライド11 スライド12
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を作った人は報酬が減額されます。全部をここで、

事務職の訓練を通して彼らや彼女たちが実際にやっ

ているわけです。ですから、彼女たちが報酬や手当

を減額する人を呼んで、「あなたは今月はこのぐら

い、10回遅刻したから、これだけ手当を減らすよ」

と言うそうです。次は、塗装です。（スライドの13）

これは音楽グループです。（スライドの14）音楽と

演劇というのがあるんですけど、コーソーは演劇が

なくて、音楽になります。これはグループでやる音

楽です。私が行ったときは、この子たちは今、１時

間半演奏できるけれども３時間続けてやるようにな

らなくちゃいけない。「市の音楽祭とか、お祭りとか

そういうときに請われて、演奏するけれども、１時

間半じゃだめで３時間やらなくちゃいけない」とい

うことを言っていました。すごい体力が必要です。

これは造船です。（スライドの15）デンマークは島

が多いですから、島と島との間を船で行くわけです。

それで造船、船を造るというのが１つの仕事になる

わけです。彼らは船を造り、生産学校から物品を運

んでいくというところまでやっているそうです。私

が行ったときは100年前の船を再度、造り直すとい

うことをやっていました。これは保育園ですね。（ス

ライドの16）そして、これは洋裁。（スライドの17）

洋裁は生産学校の中に作ったものを売る場所があっ

て、そこに地元の人たちが買いに来るわけです。こ

のようなことをやっています。

それで、これをちょっとお見せしたいんですけど。

（スライドの21）これは４のところになりますけれ

ども、42ページの壁（作業所の）に生徒ひとりひと

りの仕事の技能程度がわかるようになっています。

ここの上のところが技能です。例えば、音楽ですと

ギターを弾くのにこの技術というのは何段階かにつ

いて書いてありまして、ここにあるのは名前です。

この赤のところはギターの弦を弾くのにあるところ

をクリアしたと。だけど、まだこの部分が残ってい

るというのが一覧で見られるようになっています。

スライド13 スライド14

スライド15 スライド16
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それは必ず、生徒と一緒に議論して決めてここに書

くのだと。

一番右の方は、これはコミュニケーション能力と

か、ちゃんと時間を守るかとか、人との付き合いが

きちっとしているかということが分かるようになっ

ています。これを全部生徒と協議して、生徒が納得

した上でここに書くという、そんなスタイルを取っ

ています。ですから、「参加者としばしば行われる話

し合いというのは、どのように彼らが進んでいるか、

何を彼らが学んでいるか、まだ何が欠けているかが

明確にされる場である」というのはそういう意味で

す。

それ以外にここにあるのは生産学校の子どもたち

の能力図かな。（スライドの22）丸くなっているとこ

ろ。一番上がやる気です。次が学校への出席。それ

から、協同性、作業所への出席。出席というのは、

学校に来ても作業所には出てこないケースがあると

いうことになりますね。それから、信頼性とか自己

自身への要求がはっきりしているかとか、自立性が

あるかとか、創造性があるかという、こういうポイ

ントになっています。

それから、「普通の学校というのは教科ごとにその

子の能力を決める」と校長先生が言っていました。

「音楽ができるかとか、算数ができるかとか、デン

マーク語ができるかで決めるけれども、われわれの

学校はそうではなくて、その子は１つの作業をする

ときに数学的な能力とか感受性とか、いろいろな能

力をどうやって総合的な力で発揮しているかという

のを見るんだ」と言っていました。「それによって初

めてその子のさまざまな側面や人格というのが分

かってくるんだろう」と。「どうしても学校というの

は教科別にその子を評価しがちだ」ということを

言っていました。

これはお祭りです。（スライドの23）次に42ペー

ジから43ページですね。42ページの下から５行目

のところに「生産学校の基礎にある徒弟」とありま

スライド21スライド17

スライド23スライド22
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す。それはどういうことかというと、「何かをなす人

は何かを学ぶ人であり、そこで何かを創り出す人で

ある」と。「重要なことは作業所での生産である。な

ぜなら、我々はそれぞれ何かいいものを持っている

から。重要なことは他にもある。重要なことは何か

をそこで創り出すことである。何かを見つけだすこ

とこそが大切である。」それが教育の理念だとここで

は言われています。

生産学校の現状と課題
時代にともなう変化とは

39ページに戻ってください。この生産学校に、ど

こから来ているかといえば、出身学歴はそこの39

ページのところに書いてあるように基礎学校が

49.5％。生産学校24.2％というのは、これは１年間

が最大の期限なんですけれども、それ以上いる人間

ということです。それから、ギムナジウムは3.1％、

職業高校は3.5％。そういうところから来ています。

44ページ、45ページ、46ページに資料がありまし

て、まず46ページを見てもらいますと、2007年のデ

ンマークの学校制度と進学率です。普通後期中等教

育というのは45％で、職業後期中等教育というのが

ここに書いてあるようなものです。職業後期中等教

育のところは44ページから46ページにかけて、デ

ンマークのデュアル制度の図を描いてあります。

デンマークのデュアル制度は日本ではほとんど紹

介されていないので、私もあまり詳しく突っ込んで

いないんですけれども、例えば、技術系学校のデュ

アルシステムというのを見てもらいますと、これは

日本でいう学年という観念ではありません。４年の

間にそれぞれの職種によって全部学期が違うという

ことと、それから、Ｐという実習が猛烈に多いとい

うのが分かります。45ページの方に職業系の学校は

いわゆる日本でいう職業高校と、VETという職業

教育・訓練コースというデュアルシステムと両方あ

ります。美容師なんかの養成のところはそこに書い

ておきましたけれども、資格試験があって、資格を

取るか取らないかというのは決定的な差になるとい

うことです。ですから、生産学校は自分がどういう

職をやりたいのかということについて、実習を通じ

ての経験の中でつかんでいくということが１つの重

要なポイントになるわけです。

先ほどの40ページの「ひとつの典型例」というと

ころでは、生産学校ではその子は十分な能力がない

と判断して、園芸コースに入れて、生産品をより分

ける仕事に従事されたけれども、「することが多いわ

けではないが、楽しい」。その後、金属加工コースに

入ると、「あまりうまくできないが、よい学校だ」と。

「これからの希望は女友達を見つけ、仲良くなりた

い。見つけるのは難しくないが、付き合い方が難し

い。結婚したい。やりたい仕事につき、人生を楽し

みたい」と。こういう抽象的なレベルでちょっと困っ

ているという。自分が何に向いているか、何がやり

たいのかがまだはっきりしておらず、そういうこと

で困っているという事例です。

そこを出た後、どこでどうなっていくのかという

のが43ページです。「修了者の進路」というのがあ

ります。失業、無業というのが２割ぐらい。単純に

生産学校というのは社会に出るということの中間機

関みたいな感じなのですが、学校に戻るということ

も１つの方向にもなっている。

ですが、41ページのところの生産学校法第一条に

生産学校というのは次のことを意図していると書か

れています。「受講者の人格的成長を強めること、そ

して、教育制度及び労働市場で彼らの可能性を改善

すること。すなわち、これは柔軟な雇用関係と公に

保護された仕事などの中に彼らの労働を入れること

である。さらに受講者の仕事の能力と関心の発展の

ための事業は、民主的社会において積極的に行動す

ることに貢献する」とあり、さらに「事業は特別の

注意を職業青年教育を得ることに導く資格の獲得に

向ける」と言っております。

あと１点だけ。47ページを見ていただきますと、

「生産学校への補助金の流れ」というのがあります。

コムーネというのは自治体、「市町村」です。41ペー

ジのところではコムーネという自治体は基礎補助金

以外に居住している生徒に奨学金を支払うことに

なっていまして、2007年の平均額は一月18歳未満

が約１万2,000円、18歳以上が約２万8,000円。生

徒の使用する道具類は貸与で、交通費は学割である

となっています。

手当はドイツの生産学校も同じでして、生徒はこ

れ以外に自分が注文生産で働いて売ったものからの
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報酬を受け取るという、そういう形になっておりま

す。（拍手）

質疑応答部分

質問１ 生産学校にはソーシャルワーカー等の役

割の職員も配置されているか。

（大串) ドイツとデンマークでは違いまして、かつ、

生産学校によって、校長や学校の方針によっても違

うのですが、コーソーの生産学校について言うと、

生産学校の職業訓練を指導する人、日本でいうと職

業訓練指導員という人と、いわゆる青年教育に関心

があって一定の経験を持っている人。資格はいらな

いそうです。むしろ下手に学校の教師なんか雇うと

おかしくなる可能性があるから、青年と一緒に生活

してきた経験のある人を配置するのだとか。ですか

ら、２種類なんですね。

ただし、非常勤でカウンセラー、心理療法士に当

たる人たちが週に何回か来て、問題のあった子ども

たちと面接したり、一緒に作業を経験しながら取り

組む、相談に応じるという、そういうスタイルを取っ

ています。

先ほど佐藤洋作さんも言っていたと思いますけ

ど、日本と同じように「生産学校で育った若者が職

員になるというケースもあるんだ」と言っていまし

た。ドイツで職業訓練とか職業教育が行われている

場合には、社会教育職員というのを配置することに

なっています。この社会教育職員というのはデン

マークでいうカウンセリングをやったり、竹内先生

の言われていた生活指導のようなことについて、職

業訓練指導員とチームワークを組みながらやってい

くという、そういうスタイルを取っております。で

すから、ドイツの場合は心理療法士というのではな

く、社会教育職員がそれを兼ねており、デンマーク

では非常勤で週に何回か来て対応するというふうに

なっているようです。よろしいでしょうか。

質問２ 国や政府からの補助金について、１カ所

当たりどのくらいの補助が出ているのか。

（大串) 金額は分かりません。ただ、減っているこ

とは確かでして、先ほど「2015年に95％に中等教育

の修了率をする」と言っているんですけど、生産学

校に対する補助金が減り、生産学校数も減っていま

す。減少にともない、日本の学童保育と同じで、生

産学校があくのを待っている人が相当数、5,000人

ぐらいが３年前に全国でおりました。従って、「95％

を達成するのは無理だ」と。もともと生産学校とい

うのは社会民主党政権のときに第３の教育と言って

つくられたのですが、この10年ぐらいは保守党政権

になりましたので、お金の出し方や量などが違って

きているみたいです。

質問３ 生産学校を利用する若者たちの中には右

翼的な傾向の若者もいるのか。

（大串) デンマークについてはちょっと分からない

です。ドイツの場合はそういう若者がいるので、ポー

ランドへの修学旅行とか、ユダヤ人虐殺の問題につ

いての展示や学習を組み込んでやっています。

それから外国人については、デンマークはこのご

ろ若いアラブ系の人とか、そういうムスリム系の若

者が生産学校で学ぶ例が出てきておりまして、

「Politiken」というデンマークのインターネットの

新聞ですと、「外国人のいる学校は成績が悪い。

PISAの成績が悪い」と書かれています。デンマーク

では「外国人のいる学校には子どもを行かせたくな

い」という傾向が現れているという指摘がありまし

た。外国人の方がいろいろと困難を抱えている。そ

れで生産学校に回ってくるという、そういう外国人

の若い人たちが増えてきています。

ドイツも同じように外国人が非常に多いんですけ

ど、生産学校の中にドイツ語のコースを担当するド

イツ語教師を配置したり、地域の、日本でいう公民

館の中にそういうドイツ語のコースをつくったり、

外国人の若者たちのための相談をやる場所をつくっ

たりということで対応しているようです。しかし、

生産学校に来ている若者たちの中には、ドイツ人以

外にトルコ人と、それから、ロシアから帰ってきた

ドイツ人、アフリカ系の若者がいて、生産学校では

共同してやるけど、外では別々に遊んでいると言っ

ていまして、なかなか大変みたいですね。

（司会) 移民をたくさん受けているというわけじゃ
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ないんですね。そういう人も一部はいると。

（大串) デンマークではコーソーの生産学校の場

合、７～８年前には、外国人ということは意識して

いなかったんです。いませんでした。ところが、こ

の２～３年前には外国人の若者がこの生産学校に増

えてきました。

（司会) この９月に私もデンマークに行って、３つ

ぐらい見ましたけど、移民の子どもがたくさんいる

ということではなかったです。むしろあんまり見か

けなかったです。

発表終了>
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